
運動環境を改善するオンライン心理検査の試み

スポーツ科学部 佐野孝研究室

● スポーツチームを対象としたオンライン心理検査システム

● これまでの導入事例と研究成果

● 観察的動作評価・心理測定・AIの融合による運動指導の最適化

株式会社トワールが教育機関向けに提供する「NOCC教育検査」をスポーツチームに応用

応用 ・競技力の向上 

・運動継続支援

・指導環境の改善

多様な心理特性・心理状態を測定できる

認知能力

競技中の状況判断
や情報処理で
発揮される能力

性格特性

チームワークや練
習をやり抜く姿勢
に関わる性格傾向

ストレス
ストレス要因やス
トレス状態とその
サポート環境

意欲
競技に対するモチ
ベーションや不安
感の度合い

満足度

自分の競技成績や
チーム・指導環境
に対する満足度

情動知能

自他の感情の把握
やコントロールに
関連する特性

継続的な検査実施を想定した仕様・設計

スマートフォン，PCからオンラインで受検

アンケート型の回答方式 即時の結果表示

① 大学陸上競技部チーム ② 中学生年代のスポーツチーム ③ サッカークラブチーム

佐野（2023）

佐野・濱野
（2023）

• 関西の大学陸上競技部1チームにて，
シーズン開始直後の4月に導入した

• 検査結果をチーム運営に活用した

→ シーズン開始時の忍耐力
 や向上心の高さが，自己
 記録更新に関連

→ 5月の重要な試合での自
 己記録更新率が向上

• 中等教育学校の部活動1チームと民間のクラ
ブ1チームに導入した

• 活動意欲に関連する心理的要因を検討した

→ 学校部活動では先輩との関係性，
 民間のクラブチームでは自分の

    時間や家に対する満足度が関連
佐野ほか
（2024）

• サッカークラブチームのアカデミー生
に導入し，継続的に検査を実施した

• 選手の状態に応じた個別最適な指導，
非認知能力の成長を可視化

→ 年間を通じて，各選手の状態をモニタ
 リングし，ケアの必要性を把握

図．選手6名の「チームメイトとの関係性」の推移

低下傾向のため
要観察

チームメイトと問題が
生じている可能性あり

質の高い運動指導を個人の特性に合わせて提供するため，各領域の技術と研究知見を融合
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高精度の
AI姿勢推定

観察的な
動作評価

個人特性
への配慮

的確な
アドバイス

粘り強さ
情緒安定性
レジリエンス など

動きの質
を評価

ソフトの開発・改良

大規模言語モデル

事例的検討
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